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京急沿線エリアマネジメント構想

「newcal プロジェクト」



「沿線価値共創戦略」におけるエリアマネジメントの重要性
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■「沿線価値共創戦略」の策定

京急グループでは、沿線全体の持続的な発展を目指し、「移動」と「まち創造」の2つのプラットフォームによる相互の価値共創をビジネスモデルの中心に据え、
事業活動を推進しています。
現在、2024年度からスタートする次期総合経営計画も見据えて、2022年度から策定に取り組んでいた「京急沿線まちづくり戦略」に、この２つのプラットフォー
ムの取り組みをさらに一体的なものとしていくための要素を取り入れた「沿線価値共創戦略」の策定を進めています。

■相互価値共創のスパイラルアップ ■「多極型まちづくり」の推進

地域事業者との連携やMaaS 整備により
エリア価値向上と人流創出を目指す

多極型まちづくりにおける中核拠点づくりを
地域とともに整備する

エリアマネジメント推進により沿線価値共創戦略を実現



京急沿線エリアマネジメント構想「newcal プロジェクト」
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【ネーミング】

New ＋ Local 

この構想によって、新しいローカルのあり⽅を

地域の⽅々と一緒になって⽣みだし

その地域ならではの新しい魅⼒を発見（NEW な発見）し

より多くの⼈に届けていく構想

「Local」のあり⽅が今後も注目されるなか

京急がその「新しいLocal」を

エリアマネジメントによって見出していく意思を表現しています。

また、「ニューカル」という響きは

「new culture = カルチャー」を感じさせ

その地域ならではの新しい⽂化を

地域の⽅とともに⽣み出していく想いも込めています。

【ロゴマーク】

newcal の語源となる「new + local」

それぞれのイニシャル「n・l」を模った

ふき出しで構成したデザインは

対話を交わす・重ねる様を表しています。
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地域の活動を「つなぎ」「続ける」
ことで生まれる「新しい価値」

沿線各エリアで地域課題に取り組む「京急」「地域」
「自治体」「教育機関」などのプレイヤー344団体を
「newcalファミリー」として，緩やかな連携をつくってい
くことで，地域に共創の輪を広げていきます。

newcalファミリーがこれまで個別に取り組んできた活動
を「つなぎ」，それらを「続けて」いく仕組みをつくるだ
けで，地域に「新しい価値」が⽣まれます。

最終的にはMaaSにより，地域の移動や滞在サービスが一
元化することで，沿線全体が一つのサービスとなり，新し
い時代のライフスタイルを実現します。
（EaaS＝ENSEN as a service）

「newcal プロジェクト」の考え方
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「多極型まちづくり」時代における京急沿線エリアマネジメントは，

「①ローカライズ」と「②共通基盤整備」
の２つのレイヤーに分けて整備することで，リアルとデジタルが融合
した新しいまちづくりを目指します。

EX)大田区利用客がシームレスに三浦に移動できる。

リアルとデジタルの融合

エリアごとの活動/ リアル施策
¸ 地域課題の解決に向けたエリアマネジメン
トをローカルに推進します。

¸ エリアごとの特性に合わせ，その地域のプ
レイヤーと共同で進めます。

¸ 中核拠点を中心とした⽣活圏の充実を目指
します。

沿線共通化の活動/ デジタル施策
¸ MaaS，モビリティ基盤の共通化を進めるこ
とで，⽣活圏内や中核拠点間の移動需要を
創出します。

¸ 地域共通の予約決済基盤を通じ，自社だけ
でなく地域他者の拠点やモビリティも一元
化していきます。

２つのレイヤーから進めるエリアマネジメント（①ローカライズ，②共通基盤整備）
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コミュニティ・仲間づくり

（組織化）

（モビリティ整備）（MaaS 整備）

「移動+ 住･働･楽･学」を一元化 シェアモビリティで移動を便利に

事業者共同でモビリティ拠点開発

（地域拠点整備）

モビリティを
MaaS でつなぐ

新規事業
の創出

地域に「住･働･楽･学」をつくる

事業者 遊休不動産など

地域交
流拠点

newcal ファミリー
（343 団体）

・地域観光事業者 ・きっぷ加盟店
・沿線自治体 ・観光協会
・スタートアップ ・大学
・大手企業 ・京急グループ

京急沿線
子育て応援

ネットワーク
Weavee

（28 団体）

・子育て支援
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ム 地域全体での共通商品化・経済圏形成

EaaS
（ENSEN as a Service ）

ローカルプラット
フォーマーとして提供
する地域と一元化した

サービス

地域遊休不動産シェアモビリティ
（newcal モビリティパッケージ）
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二次交通

一次交通

シェアサイクル 電動キックボード

ＥＶカーシェア ＥＶスクーター

店舗･飲食店･
観光施設 など

公共施設･
公園など

駐車場
所有者

未利用地
オーナー

×
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「newcal プロジェクト」４つの共創活動



■地域事業者や自治体による緩やかな連携とし
て「newcalファミリー」を組成し地域課題に
取り組む

newcal

96
LOHAS KAYAK

FISHSTAND OCEANS Club PLUS
Sunny funny days CINEMA CARAVAN Flower Labo

BOAT BASE FUJIO PROJECT SEA
BAYSIDE SHARE 

BE HERE NOW aiba Mole &Otter`s TinyshoueHotel
Oriental Dance Academy miftaah Pocket Port LINK REFULEX de RE H

12

56
DMC Greater Yokohama SOYOKAZE

akippa DeNASOMPO Carlife NTT YADOKARI NTT
KT OpenStreet JTB BEACHTOWN

NTT
PJ JRE Super Massive Global

REXEV magazine TBM

7
schemeverge Carstay ecbo Safamii

10

158

計 343 団体

■京急沿線の各エリアで活動する子育てサーク
ルやコミュニティ同士が連携するネットワー
クを構築

Weavee

28
mama

LINK 1 W- Insight AKANE STUDIO TRIPLE- ef
Solar Crew BYBS

京急沿線子育て応援ネットワーク Weavee

Meetup

Weavee Weavee

計 28 団体

エリアマネジメント活動①「newcal ファミリー」（組織化）
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■地域に開かれた交流拠点の整備・運営を通じて、自然発⽣的なにぎわいの創出やまちへの滲みだしのほか、まちづくりの担い手
との連携などの活動を促進します。

ParkLine870SHINAGAWA1930

2024

■実証から得られたまちづくり効果 ①にぎわいの自然発生
・地域団体や，学⽣などから主催イベントに活用
したいとの申し出が⽣まれました。

・これまで駅前に見られなかったマルシェやイベ
ントなど，若者による賑わいが発⽣しています。

②まちづくりの担い手発掘
・コミュニティマネージャーなどを一般から募集
し、運営しています。

・地域に関わるメンバーと共同で運営を行い、コ
ミュニティ拠点構築を目指しています。

エリアマネジメント活動②「newcal スポット」（地域拠点整備）
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■地域事業創出に向け、金融機関や自治体とも連携しながら、沿線地域に魅⼒的な滞在拠点整備を進めています。
地域の遊休資産とのマッチングや、ハンズオン支援などを通じた地域事業化を目指します。

KOCA

REVIC

エリアマネジメント活動②「newcal スポット」（地域拠点整備）
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■各エリア独自の地域情報サイトとして５エリアで展開し
ています。
三浦半島での観光型MaaSを中心に、一部MaaSレベル３
までを実装した常設サービスとして、利用者を拡大して
います。

エリアマネジメント活動③「newcal MaaS 」（MaaS 基盤整備）
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■地域共通の予約、決済プラットフォームとして提供、地域全体で顧客基盤を共有することで、地域経済の拡大を目指しています。

エリアマネジメント活動③「newcal MaaS 」（MaaS 基盤整備）

観光施設Ａ
WEB サイト
（20 万人）

予約する

観光施設Ｂ
WEB サイト
（80万人）

予約する

シェアサイクル

WEB サイト
（１万人）

予約する

観光施設Ｃ

WEB サイト
（8万人）

予約する

地域事業者WEB サイト（既存顧客）

予約

ここへ行く

決済する

決済

ここへ行く

確定する

チケット

ここへ行く

チケット使う

経路検索

当該施設

現在地

目的地

出発地

検索する

デジタル
おトクなきっぷ

おすすめ施設おすすめ施設

三浦newcal
WEB サイト

地域で顧客ＤＢを共有し相互誘客

【相互誘客による観光消費額拡大イメージ】
①観光施設Ａを予約したい利用客が三浦newcalサイトに遷移
②三浦newcal内で予約決済 → 追加の観光体験として観光施設Cをオススメ
③施設までの移動手段としてシェアサイクルをオススメ
④同じルートであれば「よこすか満喫きっぷ」をオススメ

での展開例



newcalファミリー等が展開するシェアモビリティ事業の
拠点（貸出ポート）を共同で開設しています。

※駅･高架下など社有地、地域店舗、公園など自治体用地など

新設したポート情報をMaaS検索へ反映することで、利
用しやすい環境を整備します。

こうした草の根的なモビリティ拠点開発を通じて，京急
沿線のモビリティ先進地域化を目指します。

akippa㈱
【駐車場シェアリング】

ecbo㈱
【荷物預り】

㈱AirX
【ヘリコプターシェアリング】

Carstay㈱
【キャンピングカーシェア】

シナネンモビリティPLUS㈱
【シェアサイクル】

㈱サンオータス
【電動キックボードシェアなど】

みうらレンタサイクル運営協議会
【レンタサイクル】

OpenStreet㈱
【シェアサイクル】

モビリティ

事業者

地域店舗

×

マッチング

MaaS 検索

へ反映

14
㈱ドコモ・バイクシェア
【シェアサイクル】

エリアマネジメント活動④「newcal モビリティパッケージ」（モビリティ基盤整備）

㈱アイキューソフィア
【駐輪場シェア/みんちゅう】

タイムズモビリティ㈱
【カーシェア】
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まちづくりのＫＰＩ（数値目標）

2023 2026

343 400 newcal

15 30

13
12

20
15

MaaS newcal

92 150



移動
ＰＦ

リアル 京急

さまざまなサービスの融合・共創・統合

newcalプロジェクトによって⽣まれる
地域と一元化した沿線サービス

「ＥａａＳ」（イアース）

“ENSEN as a Service ”
（エンセンアズアサービス）の構築を目指す。

ローカルプラットフォーマーとして、
沿線におけるあらゆる地域のサービスを
一元化し、多極型まちづくりにおける
「新しい価値」を実現する。

【事業者の視点】

・顧客接点の拡大、基盤共有での相互誘客
・ＤＸによる⽣産性改善
・サブスク等によるＬＴＶ重視への転換
・データ活用したマーケティング強化

デジタル
サービス

リアル
サービス×

移動プラット
フォーム
サービス

まち創造
プラット
フォーム
サービス

× 京急グループ
サービス

地域事業者
サービス×

リアルとデジタルの融合 両ＰＦの相互価値共創 地域サービスとの統合

リアル まち
ＰＦ

京急

リアル

京急
移動
ＰＦ

まち
ＰＦ

地域デジ
タル

リアル

まち
ＰＦ

地域リアルデジ
タル

EV

移動
ＰＦ

地域リアル

地域リアル

地域リアル

■EaaS により沿線全体で実現する「新しい価値」のイメージ ex ）「スローライフ，多拠点滞在」

地域リアルデジ
タル

リアル 地域

【お客さま視点】

・沿線の｢移動+住・働・楽・学｣がワンス
トップ

・統一された共通ＵＩ、ＵＸによる利便性
・パッケージ等による新たな消費体験
・ポイント等付与による還元

京急
まち
ＰＦ

リアル 地域リアル
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エリアマネジメントの将来像


